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平
成
22
年
４
月
１
日
以
降
に
有
効
期
間
が
始

ま
る
自
立
支
援
医
療
（
精
神
通
院
医
療
）
の
継

続
（
再
認
定
）
に
係
る
申
請
か
ら
、
同
申
請

書
に
添
付
す
る
意
見
書
の
提
出
が
２
年
に
１
度

（
隔
年
）
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
医
療
機
関
で
必
要
と
判
断
し
た
場

合
は
意
見
書
の
添
付
が
必
要
で
す
。

継
続
（
再
認
定
）
の
た
め
の
申
請
書
の
提

出
は
、
２
年
に
１
度
で
は
な
く
、
今
ま
で

ど
お
り
毎
年
必
要
で
す
。

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方
へ

　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
と
自
立
支
援
医

療
費
（
精
神
通
院
医
療
）
を
同
時
に
申
請
す
る

場
合
、
手
帳
用
の
診
断
書
を
提
出
す
る
こ
と
に

よ
り
、
意
見
書
の
添
付
が
不
要
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
自
立
支
援
医
療
費
（
精
神
通
院
医

療
）
と
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
更
新
時

期
が
異
な
っ
て
い
て
も
、
自
立
支
援
医
療
費

（
精
神
通
院
医
療
）
の
有
効
期
間
を
短
縮
し
て
、

同
時
に
申
請
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
障
害
福
祉
担
当
（
内

　

線
２
６
５
・
２
６
６
）

　

市
で
は
、
日
常
生
活
上
の
不
安
の
解
消
や
課

題
の
解
決
を
図
り
、
住
み
よ
い
支
え
あ
い
の
地

域
社
会
を
作
る
た
め
、
地
域
福
祉
計
画
の
策
定

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。　

　

地
域
福
祉
計
画
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を

聴
く
プ
ロ
セ
ス
を
重
視
し
、
生
活
課
題
全
般
を

対
象
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
取
り
組
み
の
き
っ
か
け
と
な
る
計
画
で

す
。

▼
募
集
期
間　

１
月
15
日
㈮
～
２
月
15
日
㈪

▼
募
集
内
容
閲
覧
場
所　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

　

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
福
祉
課

▼
意
見
を
提
出
で
き
る
方　

市
内
在
住
・
在
勤

　

・
在
学
の
方
、
市
内
に
事
業
所
な
ど
を
有
す

　

る
法
人
・
団
体

▼
意
見
の
提
出
方
法　

住
所
、
氏
名
（
法
人

や
団
体
の
場
合
は
そ
の
名
称
と
代
表
者
名
）
、

電
話
番
号
、
意
見
・
提
言
を
明
記
（
様
式
自

由
）
の
う
え
、
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ

  
自
立
支
援
医
療
費（
精
神
通
院
医
療
）

　
　
　
　

の
手
続
き
が
変
わ
り
ま
す

  

行
田
市
地
域
福
祉
計
画
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

の
意
見
を
募
集
し
ま
す

さ
い
。
（
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行
田
市

本
丸
２―

５　

福
祉
課
社
会
福
祉
担
当
）

▼
問
い
合
わ
せ　

同
課
社
会
福
祉
担
当
（
内
線

２
６
７
）

　

市
報
ぎ
ょ
う
だ
12
月
号
６
ペ
ー
ジ
の
記
事

「
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
が
支
給

さ
れ
ま
す
」の
中
で
、「
国
民
健
康
保
険
加
入
世

帯
で
、該
当
す
る
世
帯
に
は
、平
成
22
年
１
月
上

旬
に
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
」
と
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
、
関
係
機
関
の
対
応
が
整
わ
な
い
た

め
延
期
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
後
の
予
定
は
、
決
ま
り
次
第
、
市

報
ぎ
ょ
う
だ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課
国
保
担
当
（
内

　

線
２
７
３
）

　

行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
特
殊
寝
台
は
、

安
全
が
保
て
な
い
た
め
、
４
月
１
日
以
降
に
新

規
で
の
利
用
を
希
望
さ
れ
て
も
、
貸
し
出
し
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
３
月
31
日
以
前
か
ら
、
特
殊
寝
台
を

利
用
し
て
い
る
場
合
は
、
６
カ
月
ご
と
の
更
新

手
続
き
を
し
、
貸
し
出
し
の
時
か
ら
１
年
６
カ

月
ま
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎

　

５
５
７―

５
４
０
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高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費

    

の
申
請
書
の
郵
送
を
延
期
し
ま
す

　

特
殊
寝
台
の
新
規
貸
し
出
し
を

　
　
　
　
　
　
　
　

  

中
止
し
ま
す

20歳から60歳までの方へ

国民年金にご加入ください
　現在の年金制度は、国民すべてが各公的年金制度
に加入することになっています。厚生年金保険など
に加入していない方は、国民年金に加入し、保険料
を納めなくてはなりません。
　就職や退職、結婚や離婚などをしたときは、その
都度届け出が必要です。届け出は忘れないようにし
ましょう。また、国民年金保険料を納められないと
きはそのままにせず、まずはご相談ください。

 年金額は物価の変動を反映
現在の貨幣価値は、これからの長い将来変わらない
とは言い切れません。物価の上昇によって今の貨幣
価値は目減りする可能性もあります。公的年金は、
物価の変動に合わせて年金額が決定されますので、
生涯安心です。

 障害基礎年金・遺族基礎年金
保障は老後だけではありません。加入中に事故や病
気で障害が残った場合は障害基礎年金が支給され、
死亡した場合は、その遺族に遺族基礎年金が支給さ
れる制度もあります。

 保険料の納付方法
納付書での納付、口座振替、インターネットでの納
付、クレジットカードでの納付などがあります。前
もって保険料を納める前納制度をご利用いただくと
保険料が割引されます。
　

社会保険事務所は
「年金事務所」に名称変更されました

社会保険庁が廃止され、1月1日から新たに「日
本年金機構」がスタートし、社会保険事務所は
「年金事務所」と名称が変わりました。年金相談
などの窓口として引き続きご利用いただけます。

▶問い合わせ　保険年金課国民年金担当（内線270
　・275）または熊谷年金事務所☎522－5158


